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はじめに

⽇射

降⾬
気温

湿潤乾燥

気象条件や⼟壌⽔分条件がダイズの収量に影響

徒⻑
茎や枝が伸⻑し過ぎ

倒伏の原因

⻘⽴ち
落葉せず成熟不良

栄養成⻑期の多湿が低収量の要因

低収

⼟壌⽔分量がダイズの⽣育に与える影響？



目的

〇2021年2022年でダイズ圃場で
⼟壌⽔分量・気象条件・⽣育データを計測

〇栄養成⻑期の⼟壌の多湿が
ダイズの⽣育に与える影響について検討

ダイズの⽣育（主茎⻑）と開花期前の
⼟壌⽔分量の関係を明らかにする



圃場設定（三重⼤学附属農場）
種類 ：ダイズ(フクユタカ)
区画 ：裸地区、無施肥区

⽜糞堆肥区、化成肥料区

期間 2021 2022
播種 7/15 7/8
開花 8/25 8/24
収穫 11/14 11/14

⼟壌⽔分量の測定
各区画10㎝深に⽔分センサーTEROS12
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生育データ

最⼤の主茎⻑は
2022が15㎝程度⻑い

ほとんど差はない

収量(粗⼦実重) 
2021年 462g/m2

2022年 239g/m2

肥料の差は⼩さい

9区画の平均



気象データ（播種～開花）

積算気温には差がない
2021

2022

2022の降⽔量が多い

2022

2021
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土壌水分量（無施肥①）

2022

2021
7⽉後半の降⾬が少ないため
体積含⽔率が0.25まで低下

降⾬が継続してあったため
体積含⽔率が0.35付近を維持



24時間圃場容水量
降⾬後24時間後の体積含⽔率（各区画・各年度で求める）

各⽣育ステージごとに多湿の時間数をカウント

多湿の時間数
297.5時間

2021年
無施肥区①

多湿 時間数を各区画
年毎にカウント



土壌の多湿と主茎長の関係（栄養成長期）

栄養成⻑中期

播種〜開花 栄養成⻑初期

栄養成⻑後期

栄養成⻑初期の多湿が
ダイズの主茎⻑の伸⻑に影響？

2022
2022

2021の⽅が⻑い

2022の⽅が⻑い

2022の⽅が多湿の時間が⻑い



まとめ

ダイズの⽣育（主茎⻑）と開花期前の
⼟壌⽔分量の関係を明らかにする

〇2021年よりも2022年の⽅が降⽔量が多く
最⼤主茎⻑も15㎝程度⻑かった

〇体積含⽔率は7⽉後半から8⽉初頭にかけて
2022年の⽅が⾼かった

〇栄養成⻑初期の圃場容⽔量以上の多湿の時間が
⻑いことが主茎⻑の⽣⻑に影響した可能性


